
 

 

2024年度年次報告書 

信頼される AIシステムを支える基盤技術 

2022年度採択研究代表者 

 

 

島田 敬士 

 

 

九州大学 大学院システム情報科学研究院 

教授 

 

 

教育大航海時代の羅針盤：学習分析の信頼基盤 ReLAXの創出 

 

 

主たる共同研究者： 

出口 大輔 （名古屋大学 大学院情報学研究科 准教授） 

山下 隆義 （中部大学 工学部 教授） 

  



 

 

研究成果の概要 

本研究では、教育・学習の文脈を深く理解し，解釈性と根拠に基づく適応的な教育支援 AIの

実現を目指している．2024年度は，前年度に引き続き，即時性，説得性，適応性の 3観点で学習

分析の信頼性を高める基盤技術の開発を推進した． 

即時性に関しては，(A1) 学習活動を分散表現するモデルを改良し，様々な時間粒度での特徴

抽出を高速に行えることと，汎用特徴が抽出されることを確認した．また，生成 AIにより，抽出され

た特徴を教師・学習者に理解しやすい表現へ変換する技術を開発した．(A2) 授業期間の早期に

At-risk学習者検知を行う汎用モデルの開発を行った．相対特徴や連合学習法を導入し，データ

共有とプライバシ保護を両立させながら高精度な早期予測を実現した． 

説得性では，(B1) 学習者の成績に対する判断根拠の解明に向けて，講義資料に対する学習

活動の中で成績に影響した行動を抽出する技術を開発した．特に，差分パターンマイニングによ

り，成績優秀者はページ送り・戻しを繰り返す比較的理解行動が多いことを明らかにした．(B2) 講

義時の学習日誌をもとに成績を予測するとともに，その成績と予測した判断根拠を文章として説明

する技術を開発した．学習日誌内の文章に講義の理解度が表れていることを明らかにした．また，

講義回ごとの学習日誌の変化を特徴として成績予測させることで，成績に影響する週を特定できる

ことを確認した． 

適応性については，(C1) 授業開始早期に得られる学生の活動特徴から全講義期間の活動特

徴を予測するモデルと講義スライドの特徴を組み合わせることで最終的な成績予測精度を改善す

る技術を開発した．特に，スライドから講義非依存な特徴を抽出することで、汎用性を確保した．

(C2) 学生個々人に合わせた講義動画を作成して提供するために，講義スライドからセリフを自動

生成し，音声付き講義動画を作成する技術を開発した．これにより，個別最適化された教材提供の

可能性を示した． 
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